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大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクト      
における現状と課題 











 私が小学校から中学校に通っていた 1990 年代半ばから 2000 年代前半は、メディアが激













 2010 年は、電子出版元年としてメディアで取り上げられ、また、iPad を始めとしたタブ
レット端末が急速に普及していった。そんな最中、始まった１つのプロジェクトとして、
教育用 iPad アプリ制作「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクト」がある。 
 第 1 章では、「学校教室におけるメディアの変遷」について述べる。デジタル教材とは何
かということを明らかにし、メリットとデメリットを考察した上で、どのように普及して
いったか、そしてどのような必要性があるかを探る。 
 第 2 章では、「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェクトの現状」について述べる。「大





 第 3 章では、「マルチプル電子図鑑プロジェクトの水平展開」について述べる。 
 大科学実験マルチプル電子図鑑のサンプル版開発途上であった、2011 年 3 月 11 日に東
日本大震災が発生し、日本は東北地方を中心に、非常に大きなダメージを受け、多数の犠
牲者が出た。震災から 4 ヶ月あまり経過した、7 月に東京にてサイエンス映像学会が開催
された。その中で発表された大科学実験マルチプル電子図鑑は、防災関係者の目に留まり、










 そのような意味で、教育用 iPad アプリ開発の「大科学実験マルチプル電子図鑑プロジェ
クト」は大きな意味を果たしたと言える。「大科学実験マルチプル電子図鑑」においては、
物理や化学の分野をわかりやすく伝えている実験番組がベースにあった。しかしながら、
防災という分野では、行政は様々なデータや資料を公開しているが、一般に広くリーチさ
れておらず、専門的な情報も多いため、わかりにくいという現状がある。「防災マルチプル
電子図鑑」においては、それらの情報を編集・整理し、ビジュアルで魅せるコンテンツと
してリ・デザインすることが求められる。そうすることにおいて、誰もが使うことのでき
る教材としての役割を担うことができる。「マルチプル電子図鑑プロジェクト」は現在進行
中であり、今後も多方面へ展開されることが期待できる。 
 これからは、 
 ・アプリ開発の仕組みとともに、人材育成の仕組みを形成すること 
 ・学びを支援する文化を育てること 
 が求められる。 
 
